
平成２６年度

第２回大分県教育委員会 会議録

日 時 平成２６年４月２１日（月）

開会１４時１０分 閉会１５時５３分

場 所 教育委員室



- 1 -

平成２６年度

第２回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２６年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

②平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の

結果について

③平成２６年３月県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率

について

④いじめ解決支援チームの活動報告について

⑤各文化施設の年間行事（平成２６年度）について

（３）協 議

①新設高校の開校に向けての準備状況ついて

②平成２７年度（平成２６年度実施）教員採用試験実施要項（案）に

ついて

③平成２７年度（平成２６年度実施）民間人校長採用選考（案）に

ついて

（４）その他



- 2 -

【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 松 田 順 子

委員長職務代理者 林 浩 昭

委員 麻 生 益 直

委員 岩 崎 哲 朗

委員 首 藤 照 美

教育長 野 中 信 孝

事務局 理事兼教育次長 河 野 盛 次

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

教育改革・企画課総務企画監 橋 本 昌 樹

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 岡 田 雄

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課指導主事兼課長補佐（総括） 姫 野 悟

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 髙 畑 一 郎

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 山 口 博 文

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ９ 名
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開会・点呼

（松田委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２６年度 第２回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（松田委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、首藤委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（松田委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１６時０５分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（松田委員長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案及び協議の②、③は人事に関する案件でありますので、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項ただし書の規定

により、これらを公開しないことについて、委員の皆さんにお諮りいた

します。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案及び協議の②、③は、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２６年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

（松田委員長）

それでは、第１号報告「大分県立高等学校入学者選抜結果について」

報告をしてください。

（高畑高校教育課長）

資料の〔全日制〕の表をご覧ください。表の一番上の欄が平成２６年

度入試における結果であり、比較として、その下の欄に平成２５年度入

試の結果、その下の欄には増減した人数を示しています。また、項目と

しては、入学定員、推薦入試・連携型入試、一次入試、二次入試の順に、

人数をまとめています。

平成２６年度の欄を横にご覧ください。全体の入学定員は７,９２０

人でした。２月６・７日に実施しました推薦入試・連携型入試では、

○推薦Ａの募集１３０人以内に対し受験者１３８人、合格者１０５人

○推薦Ｂの募集９９５人以内に対し受験者９７０人、合格者８３０人

○連携型の募集２００人以内に対し受験者１４９人、合格者１４８人

でした。

次に、３月１１・１２日に実施しました一次入試は、

○募集人員６,７１５人に対し受験者７,２７５人、合格者６,４２９

人でした。

さらに、３月１９日に実施しました二次入試では、

○募集人員２９３人に対し、受験者１４１人、合格者１２０人でした。

終合格者数は７,７４７人であり、合格者数が入学定員に満たない

欠員の人数は１７３人、学校数は１８校でした。

次に、同じ資料の〔定時制〕の表をご覧ください。

○推薦入試は推薦Ｂと爽風館特別入試で実施し、受験者１１７人、合
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格者８４人

○一次入試は、受験者１２１人、合格者９０人

○二次入試は、受験者 ２３人、合格者１４人

でした。 終合格者数は１８８人でした。

続きまして、資料の「平成２６年度大分県立高等学校第一次入学者選

抜学力検査結果」について報告します。上の表「学力検査点の状況」を

ご覧ください。各教科の平均点、 高点、 低点を国語、社会、数学、

理科、英語の順に示しています。その下の欄に「学力検査合計」があり

ますが、平成２６年度は全体の平均が１１５．３点になっております。

参考として、その下の欄に過去４年分の「合計平均点」を示しています。

同じ資料の下の表「教科別学力検査点の分布状況」をご覧ください。

各教科の平均点を、前年度と今年度で比較した表になっております。

○国語 ＋２．５点

○社会 －３．５点

○数学 －３．２点

○理科 ＋１．２点

○英語 －２．０点 となっております。

次に、資料の「学力検査合計点の分布状況」をご覧ください。「学力

検査合計点の分布状況」につきましては、昨年度と同様に、正規分布に

近い分布を示しております。

出題は、各教科の目標に即して適切となるように努めており、基礎的

・基本的な内容を重視するとともに、単に記憶や知識の量を見るだけで

なく、理解力、思考力、判断力、表現力等、総合的な学力が測られるよ

う、出題を工夫しております。

以上で、報告を終わります。

（松田委員長）

ただいまの説明について、何かご質問がありますか。

（林職務代理者）

来年度以降の入試から問題の内容を変えると決め、今年度もその趣旨

を取り入れているという報告を受けていました。今回の結果分布をみて

よい問題だったと思いますが、後半部分の記述したり考えたりする問題

について、解答が 後まで行き着かない生徒がいるなどの時間的な問題

はなかったでしょうか。

（髙畑高校教育課長）

各教科の解答の状況や特徴的な傾向など状況の詳細については、これ

から調べます。今回は総括的な分布や人数の状況報告ということで、詳

細は分析した上で報告する予定にしております。
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（林職務代理者）

是非お願いします。不安に思っている中学生・保護者もいますので、

よい問題になっているということを伝えてほしいです。

（松田委員長）

来年度、試験時間を５分長くし、思考力を問う問題を入れていくとい

うことですが、さらに良い問題になるよう期待したいと思います。他に

ないでしょうか。

（岩崎委員）

平均点が例年より下がっているようですが、点数だけ比較すると不安

に思う保護者の方々や関係者がいると思います。平均点のもつ意味を教

えてください。

（髙畑高校教育課長）

毎年、適切な問題になるよう、概ね各教科の平均点が２５点前後を目

安に作成しています。今回もその範囲内と思っています。過去にも１１

０点台はありました。数年間でみると下がっているように見えますが、

長いスパンでみると今回の平均点は、先ほどの範囲内に収まっておりま

す。

（岩崎委員）

問題の作り方しだいで平均点は変わると思いますが、過去４年間と比

べ、生徒の学力が落ちているという評価ではないと解釈してよいのです

ね。

（髙畑高校教育課長）

はい。

（松田委員長）

保護者等が見たときに、納得できるような、今の説明が入ると分かり

やすいと思います。

②平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の結果につい

て

（松田委員長）

次に、報告第２号「平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻

科入学者選考の結果について」報告をしてください。
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（後藤特別支援教育課長）

平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結果に

ついて、ご報告いたします。資料１枚目をご覧ください。

前期選考では１６２名が、後期選考では４名が受検し、合計１６６名

全員が合格しました。この１６６名の合格者数は、前年度と比較します

と２０名の減少でございます。なお、合格した１６６名全員が入学して

おります。

続いて資料２枚目をご覧ください。各特別支援学校における合格者数

の内訳をお示ししています。盲学校については、本科普通科２名、専攻

科は保健理療科及び理療科合わせて３名、計５名が合格しました。聾学

校については、本科普通科に２名が合格しました。肢体不自由児及び病

弱児を対象とする別府支援学校については、普通科重複障がい学級に３

名、肢体不自由単一障がい学級に２名、病弱単一学級に４名、全体で９

名が合格しました。肢体不自由児を対象とする別府支援学校鶴見校につ

いては、１名が合格、病弱児を対象とする別府支援学校石垣原校につい

ては６名が合格となりました。知的障がい児を対象とする特別支援学校

１１校については、計１４３名が合格しました。

また、高等部訪問教育については、高等部・入学者選考にあわせて募

集をしたところ、１名の志願者があり、新生支援学校に合格いたしまし

た。昨年度、高等部訪問教育の対象者であった１名が卒業したため、平

成２６年度の高等部訪問教育対象者は、本年度入学の１名のみとなりま

す。以上、平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選

考の結果について報告を終わります。

（松田委員長）

何か質問、ご意見等はありませんか。

（林職務代理者）

特別支援学校の定員を決めるときに、調査を行って決めていたと思い

ますが、今回合格の状況を見て、定員策定がうまくいったと考えてよい

ですか。

（後藤特別支援教育課長）

例年通り６月と８月に、対象者の調査を行いました。それに応じて定

員を策定しております。希望した方は全員が合格しております。

（松田委員長）

高等部の訪問教育の１名ですが、昨年は何名いたのですか。
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（後藤特別支援教育課長）

昨年度、訪問教育の受検生はいませんでした。対象者は１名いました

が、その方は今年の３月に卒業しています。

（松田委員長）

他になければ、以上でこの件は終わります。

③平成２６年３月県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率について

（松田委員長）

次に、報告第３号「平成２６年３月県立特別支援学校高等部卒業者の

一般就労率について」報告をしてください。

（後藤特別支援教育課長）

平成２６年３月卒業の知的障がい特別支援学校高等部の一般就労率に

ついて報告いたします。

はじめに、進路決定状況について資料中段をご覧ください。

特別支援学校の進路決定状況は、特別支援学校全体では９６．６％、

知的障がい特別支援学校では１００％です。進路未定者については、国

家試験に向けた準備や職業訓練施設の入所に向けた準備などに取り組む

ことが決まっています。

続いて、特別支援学校における一般就労率について報告いたします。

一般就労の定義ですが、本県では、一般の事業所へ就職すること及び

就労継続支援Ａ型事業所へ就労すること、としています。就労継続支援

Ａ型事業所とは、雇用契約に基づく就労機会を提供するとともに、知識

および能力の向上のために必要な訓練などを行う福祉サービスのことで

す。

資料上段をご覧ください。平成２５年度（平成２６年３月卒業）の卒

業生は１７６名で、うち一般就労した者は４８名でした。一般就労率は

２７．３％です。

また、知的障がい特別支援学校の卒業生は１４４名で、うち一般就労

した者は３９名でした。一般就労率は２７．１％となります。

知的障がい特別支援学校における一般就労率は、昨年度に引き続き上

昇しています。資料下段にありますように、平成２４年度は前年度比９．

６ポイントの上昇、平成２５年度はさらに１．４ポイントの２年連続の

上昇となっています。新大分県総合教育計画での目標指数である２６％

（平成２７年度）を達成するとともに、全国の平均値にも近づきつつあ

ります。

資料２枚目をご覧ください。知的障がい特別支援学校における一般就

労率向上の要因は、平成２３年度より展開している就労支援事業の相乗
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効果であると考えています。特に、県内７校に配置した６名の就労支援

アドバイザーの活躍が大きかったのではないかと分析しています。就労

支援アドバイザーは新規の実習先を開拓するとともに、関係諸機関との

連携を深め、生徒の希望や実態に合わせて企業との適切なマッチングを

図るなど、特別支援学校における進路指導及び就労支援に貢献しました。

今年度は県費により６名の就労支援アドバイザーを配置し、県立の知

的障がい特別支援学校１１校すべてをカバーして支援を行うようにして

います。

これからは、飛躍的に伸びた一般就労率の維持と着実な向上に努めて

いきたいと考えています。

（松田委員長）

それでは、ただいまの報告について、ご意見・ご質問はございません

か。

（麻生委員）

今の説明の 後の部分は、これまでの６名プラス６名（計１２名）と

いうことですか。

（後藤特別支援教育課長）

本年度は６名、ということです。

（麻生委員）

昨年度と変わらず、引き続き６名ということですか。

（後藤特別支援教育課長）

はい、本年度６名を配置して、今までは６名で７校しかカバーしてい

ませんでしたが、本年度は６名で１１校ですから、２校受け持っている

方と、１校受け持っている方、という形で、１１校全部をカバーするよ

うになりました。

（松田委員長）

他にあればお願いします。

（林職務代理者）

１ページの１番下にある一般就労率の比較なんですが、平成２４年度

と平成２５年度の全国平均が未公表、それから、平成２３年度から平成

２４年度にかけて大分県の数字が１０パーセント上がっているんですけ

ども、これはもしかすると、国の基準が変わって上がった可能性はない

のでしょうか。だから、単に目標の２６パーセントに到達したからとい
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うことだけではなく、もしかしたら国の方も１０パーセント上がってい

る可能性もあるのではないかと思うのですが、そういうことはないです

か。

（後藤特別支援教育課長）

平成２４年度の国の就労率は未発表なので何とも言えないのですが、

慎重に比較をして、検討していきたいと思います。

（林職務代理者）

目標指数に達したから良いということではなく、もっと上がるように

なって欲しいと思います。

（松田委員長）

よろしくお願いします。

他に意見がないようですから、次に移ります。

④いじめ解決支援チームの活動報告について

（松田委員長）

次に、報告第４号「いじめ解決支援チームの活動報告について」報告

をしてください。

（江藤生徒指導推進室長）

それでは、いじめ解決支援チームの昨年度の活動状況について報告さ

せて頂きます。

いじめ解決支援チームは、昨年４月４日に発足しました。支援員とし

ましては、元少年鑑別所所長の高橋泰雄氏と元大分中央児童相談所所長

の矢頭道三氏であります。お二人とも臨床心理士でもあり、スクールカ

ウンセラーとしても実際の学校現場で活躍して頂いております。同時に、

市町村の教育委員会や関係機関、大学等、そして大分県臨床心理士会等

でも活動されております。また、本室からは警察からの出向者でありま

す主幹の熊瀬が主に同行して活動しておりますが、事案の内容等によっ

て本室の指導主事や教育事務所、市町村教委の指導主事等とともに活動

しております。

それでは、昨年度１年間の活動状況ですが、資料の上から三つ目の黒

菱形の支援状況にありますように、全出動回数は、相談事案に直接絡む

もの、絡まないものを含め９１回でした。お二人の本室での勤務曜日が

それぞれ週１回、高橋支援員が火曜日、矢頭支援員が水曜日であること

を考えますと、ほぼ勤務日の毎回に近い形でどこかに出動している状況

です。これは、学校と関係機関との連携、情報共有の推進が大切である
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ということから、積極的に外に出向いて行ったもので、大いに貢献して

くれているものと考えております。

本室への相談から始まり出動したものや実際に派遣申請に基づいて派

遣したものの事案は２５件ありました。そのうち、ほぼ沈静化し解決し

たと考えられる解決事案数は１６件、沈静化はしておりますが、まだ完

全とはいいきれないものは９件でした。

主な解決、解消事案ですが、例として５件ほどを以下に掲載させて頂

きました。支援等に差し障りがありますので、あまり詳しく申せません

が、「発達障害のある生徒に対するいじめ事案」、「盗難事件の容疑をか

けるいじめ事案」、「金銭強要をされたとするいじめ事案」、「誹謗中傷の

寄せ書き」、「女児に対する手紙によるいじめ事案」等となっております。

これらのものに対しまして、学校では何もしなかったわけではありま

せん。関係者からの聞き取りや、きちんと事実関係を把握し、必要な指

導を行うよう努めたわけでありますが、関係者の主張に食い違いがある

などして平行線をたどったり、解決の糸口がなかなか見つからなかった

もので、学校では解決が困難であった事案でした。

これらの事案に対し、いじめ解決支援チームが支援に入り、関係者か

ら直接、間接に状況を伺ったりして、事案に対するアセスメント等を行

いながら、その豊富な経験、知識から適切なアドバイスや指導、助言す

ることで解決、解消に向かいました。本室には、該当の保護者を含め関

係者から感謝の言葉を聞くこともありました。また、その言葉の中には、

先ほども述べましたが、お二人の専門的な知識、経験に基づく助言や、

学校関係者を離れての第３者と申しますか、外部からの助言を受けるこ

とで、公平、公正さについて、より安心感があり、お互いの理解が進ん

だということが報告されております。

次に、継続事案についてです。多くはほぼ沈静化していると言って差

し支えないとは思いますが、被害、加害双方の保護者の感情に関わる部

分で完全に解消したと言い切れない部分もあり、継続事案として計上し

ております。

なお、次のページには、いじめ解決支援チームのコンセプトと申しま

すか、支援内容等をもう少し具体的に示しておりますので、後ほどご覧

ください。

後に、お二人の支援員につきましては、いじめ解決支援チームの支

援員として勤務して頂いているわけですが、チームとしての勤務だけで

なく、本室から発行しております「いじめ問題対応マニュアル」の作成

や、先日関係者に通知しました「大分県いじめ防止基本方針」の策定、

また、いじめ事案に限らず、時に、緊急事態への支援、対応や、その他

のことに関しましても、生徒指導推進室としての諸課題に対しましてス

ーパーバイズして頂いていることを申し添えます。

以上で私の説明は終わりますが、本日は「いじめ解決支援チーム」の
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矢頭道三支援員が、本日の委員会に出席しておりますので、（個人情報

のため）詳しく説明できないところもありますが、具体的な活動状況等

についてご質問がございましたらよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

（松田委員長）

ただいまの報告について、質疑・意見等のある方はお願いします。

（林職務代理者）

継続、解消した事案それぞれあると思いますが、だいたい１つの案件

に対してどれくらいの期間対応されていますか。また、継続されている

というのは、やっぱり難しいのはずっと難しくなっていると思いますが、

その辺はどうなっているのでしょうか。

（矢頭支援員）

支援員の矢頭といいます。ケース、事案によって様々です。短いケー

スでは３ヶ月位なんですが、半年とか、１年以上など、収まったかなと

思うとまたぶり返す、どうしても保護者の方が許せないという感情があ

り、また些細なことでそういう訴えをぶり返したりとなかなか長引くケ

ースがあります。

（林職務代理者）

解決事案も含めて、次につながるような、マニュアルにも繋がってく

ると思いますが、是非ご支援いただければと思います。

（岩崎委員）

いじめ問題について早期発見、早期対応というのが大事なんですけど

も、今まで支援チームとして対応してきた中で、学校の先生方に対して、

こういう点に気をつけた方がいいよ、こういう問題がないわけでもない

よという、チームとして注意してもらいたいことがありますか。

（矢頭支援員）

私がスクールカウンセラーとして小学校、中学校、高校に行ってみて、

先生方によくお願いするのは、やっぱり早く見つけてあげる、日頃の児

童・生徒さんの日頃の行動をしっかりと観察するということです。

態度や行動がおかしかったり、あるいは、人に比べてちょっと不登校

気味だったり、学校に行き渋って、色々と話を聞いてみると、やっとそ

ういうことがわかるということがあるので、児童の様子を見るというの

が大事だと思います。クラス全体や学校の雰囲気作りというのは、みん

なで楽しく過ごせるということを、担任の先生をはじめ管理職の方々が、
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そんな雰囲気に持って行くのが大切ではないかと思います。

（岩崎委員）

そういう面で見て、今の現場は、十分に対応できているとお考えでし

ょうか。

（矢頭支援員）

小学校に行くと、どうしても子どもさんが多いこともありますし、支

援員の先生方も一緒になって、かなり支援してはいるが、なかなか難し

い面もあります。

中学校の場合、どうしても中一になると小学校時代と比べると、大き

な環境の変化というか、勉強が難しくなる、友達関係が難しくなるなど

で、不登校傾向になる子どもさんが多いです。そこのところをしっかり

支援できる体制がもっともっと必要かなと、スクールカウンセラーの立

場として思います。

（麻生委員）

矢頭さんにお聞きしたいんですが、学校の先生や生徒さんが矢頭さん

のことを何と呼んでいますか。矢頭さん、矢頭先生、矢頭所長とかです

か。

（矢頭支援員）

スクールカウンセラーとして学校に行くときには、矢頭さんとか、歳

が歳ですので、先生と呼ばれることもあります。

（麻生委員）

決まってはないのですね。

（矢頭支援員）

決まってはいないですね。面談する時に「スクールカウンセラーの矢

頭です。」というような自己紹介をして、それから始まるという形です。

（麻生委員）

支援員として行ったときはどうですか。

（矢頭支援員）

支援員として行ったときは、学校の先生方が一時的な対応をしていま

すので、先生方の対応に対してのアドバイス、コンサルテーション、ま

れに保護者の方と面談するときもありますが、その時は、カウンセラー

としての立場で支援のスタンスで面接をしています。
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（麻生委員）

先生は、矢頭さんのことを何と呼んでいますか。

（矢頭支援員）

先生と呼ばれています。

（麻生委員）

先生方が支援員の方をどう感じているのか、支援員の矢頭さんのこと

をどういう視点で見ているのかなと思い、質問しました。これからも頑

張ってください。

（松田委員長）

私もずっとカウンセラーをやっていて、プロの矢頭さんにも色々とお

世話になりましたけど、いじめられている子どもの保護者は先生に対し

て一方的な見方をするんですね。そこへ、プロの方が入ると、ものすご

く解決が早いんです。９９％の生徒の指導は先生が一生懸命がやってい

るんですけども、１００％というのはずいぶん難しいと思います。以前

から、こういう人がいればいいなと思っていたんですね。こういう人が

入ったので、現場は安心して生徒指導ができるようになったと私は感じ

ているので、これからもバックアップは必要かと思います。

（矢頭支援員）

微力ではありますが、力を振り絞りたいと思います。志しているのは、

先生方が非常に一生懸命保護者対応をされていますので、そういう先生

方が疲れないように、エンパワーをするように、しっかり話を聞いて対

応するようにしています。

（首藤委員）

解決の状況とかを見てみますと、いったん発生するとなかなか全面解

決までには、一朝一夕には至らないなと思います。

いじめ防止基本方針について、この前出して頂いて、その中身を読ま

せて頂き、非常に良くできているけども、あれは県立学校と私立学校を

対象ということであったので、市町村の策定状況はどうでしょうか。

（江藤生徒指導推進室長）

市町村の（いじめ防止基本方針）策定につきましては、昨年の１１月

に説明会を開いて、市町村にも作って頂きたいとお願いしています。現

在、どの市町村が作ったか、作っていないかは調査中でありますが、ほ

とんどの市町村で作っている、あるいは策定中であるという風に把握し
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ています。

（首藤委員）

小学校、中学校の頃からの対策が課題だと思いますので、ぜひ足並み

をそろえて頂きたいと思います。

⑤各文化施設の年間行事（平成２６年度）について

（松田委員長）

次に、報告第５号「各文化施設の年間行事（平成２６年度）について」

報告をしてください。

（山口文化課長）

各文化施設の年間行事についてご説明します。

初に、県立歴史博物館の年間事業ですが、資料をお開きください。

資料の下段が本年度の企画展になります。年間６本の企画展を予定して

います。中でも下段中央１０月１７日から１１月２４日の期間に行われ

る「九州の戦国」と題した特別展では、九州の戦国時代、豊後の大友氏

をはじめ、肥前の龍造寺氏、薩摩の島津氏など、九州の覇権を争った有

力武将たちの甲冑、刀剣、合戦図、南蛮関係資料の貴重な資料を展示し、

戦国大名の実像にせまります。

次に、夏季特集展示「ヤマト王権と東九州」を紹介します。これは、

歴史博物館用地の中の免ヶ平（めんがひら）古墳(４世紀前半)から出土

の副葬品が、６月末頃の官報告示をもって、国の重要文化財に指定の予

定です。この新指定を受ける出土品や、古墳群から出土した他の資料を

展示します。

次に、先哲史料館の年間事業について説明します。お手元のチラシを

ご覧ください。先哲史料館では、平常展に加え、年間６本の企画展を予

定しています。８月２３日から「近世大分の幕開け－大友が去った！官

兵衛が来た！そして小藩分立へ」で黒田官兵衛にスポットを当てた企画

展を開催します。ＮＨＫ大河ドラマの主人公である黒田官兵衛が１５８

７年に中津に入り、１６００年に石垣原での合戦で大友吉統に勝利する
よしむね

までの動向を中心に、戦国時代から江戸時代へと移りゆく大分の「姿」

をわかりやすく紹介します。

この企画展に引き続き、１０月１１日からは、企画展「広瀬淡窓」を

予定しています。昨年度は、先哲叢書で『広瀬淡窓評伝』を刊行しまし

た。今年度は、小学校高学年以上を対象として読みやすい『前野良沢普

及版』の編さんに取り組む予定です。

次に、埋蔵文化財センタ－では、例年先哲史料館の展示室を使用して、

発掘成果を紹介していますが、今年は１２月５日から「大分の歴史を掘
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り続けて１０年」と題した研究成果を紹介します。

なお、芸術会館については、１２月の休館までの間、展示室の貸し館

業務のみを行います。

これらの事業を通して、多くの方々が郷土の歴史や文化に興味・関心

を抱くきっかけになればと考えております。

以上でご報告を終わります。

（松田委員長）

ただいま説明のありました報告について、質疑・意見等のある方はお

願いします。

（松田委員長）

日田市教育委員会がバックアップして広瀬淡窓のＤＶＤを作成してい

ます。そのＤＶＤを県下全体に広めたいと思いますが、体験講座等を活

用して広めることは可能ですか。

（山口文化課長）

今後調べて検討したいと思います。

【協 議】

①新設高校の開校に向けての準備状況について

（松田委員長）

それでは、協議の①「新設高校の開校に向けての準備状況について」

協議をします。

（髙畑高校教育課長）

〈説明概要〉

・来年度開校予定の新設高等学校について、校名候補の決定までの流れ

とスケジュールを説明

（松田委員長）

何かご質問はありますか。
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（林職務代理者）

去年の佐伯の校名決定にあたって、様々なご指摘いただいている点が

上手くクリヤーされて、これに従って行けば、良い方向で決まるのでは

と思いますし、よい開校準備ができると思います。

（麻生委員）

公募の告知方法(ホームページなど）を具体的に説明してください。

（髙畑高校教育課長）

開校準備室でホームページを作成します。ポスター等は中学や高校な

ど公的な施設に掲示し、市報等にも掲載して、なるべく多くの方の目に

触れるようにしていきたいと思います。生徒については、学校で直接、

募集できるようお願いしていきます。

（岩崎委員）

開校支援委員会に、教育委員がオブザーバーとして出席するというこ

とですが、日程的な配慮をお願いしたいと思います。

（髙畑高校教育課長）

２地域のうち、１地域の日程は確定していますが、もうひとつの方が

確定しておりません。

（松田委員長）

その１地域は、どちらですか。

（髙畑高校教育課長）

別府の方が６月２３日に予定されています。玖珠は現在、日程を調整

中です。

（松田委員長）

玖珠の方も確定したら教えてください。

（髙畑高校教育課長）

はい、承知しました。

（林職務代理者）

先ほど、ホームページの話が出ましたが、大分県のトップページに校

名募集の件を出すことはできませんか。

（髙畑高校教育課長）
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教育委員会のトップページに、この後、載せる予定です。

（林職務代理者）

大分県の「県のトップページ」には、載せられないでしょうか。大分

県のページから見れるとよいと思います。

（髙畑高校教育課長）

可能かどうか、検討させてください。

（林職務代理者）

できるだけ、たくさんの人が見れるようにお願いします。

（髙畑高校教育課長）

はい、わかりました。

（松田委員長）

皆さんのご意見を聞いて、より良いものを作り上げてください。

（松田委員長）

それでは、先に非公開と決定しました案件の議事を行いますので、関

係課室長のみ在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（松田委員長）

それでは、第１号議案「教職員の懲戒処分について」提案を求めます。

（説 明）

（松田委員長）

ただいま説明のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）
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（松田委員長）

それでは、ただ今、提案なりました第１号議案の承認について、お諮

りいたします。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願いし

ます。

（採 決）

（松田委員長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

【協 議】

②平成２７年度（平成２６年度実施）教員採用試験実施要項(案)について

（松田委員長）

それでは、協議の②「平成２７年度（平成２６年度実施）教員採用試

験実施要項(案)について」協議をします。

（説 明）

（松田委員長）

ただいま説明がありましたが、質疑・意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

それでは、今回の協議の結果を踏まえて、今後の準備を進めてくださ

い。

③平成２７年度（平成２６年度実施）民間人校長採用選考(案)について

（松田委員長）

それでは、協議の③「平成２７年度（平成２６年度実施）民間人校長

採用選考(案)について」協議をします。

（説 明）
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（松田委員長）

ただいま説明がありましたが、質疑・意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

では、協議の結果を踏まえて、進めてください。

（松田委員長）

他に何かございませんか。

ないようですので、これで平成２６年度第２回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成26年度第2回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２６年４月２１日（月）

１４：１０～１６：０５

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２６年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

②平成２６年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の結果

について

③平成２６年３月県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率について

④いじめ解決支援チームの活動報告について

⑤各文化施設の年間行事（平成２６年度）について

（３）協 議

①新設高校の開校に向けての準備状況について

②平成２７年度（平成２６年度実施）教員採用試験実施要項（案）について

③平成２７年度（平成２６年度実施）民間人校長採用選考（案）について

（４）その他

４ 閉 会
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平成２６年３⽉県⽴特別⽀援学校⾼等部卒業者の
〈報告〉⼀般就労率について

平成２６年４⽉２1⽇
特 別 ⽀ 援 教 育 課

平成２５年度（平成２６年３⽉卒業）の⼀般就労率
〈特別支援学校全体〉

２７．３％

（卒業者数１７６名 一般就労者４８名）

＊卒業者数には、盲学校専攻科５名、聾学校専攻科１名、附属特別支援学校７名を含む。

＊一般就労には“自営業”及び“就労継続支援事業Ａ型”を含む。

〈知的障がい特別支援学校のみ〉

２７．１％

（卒業者数１４４名 一般就労者３９名）

＊卒業者数には、附属特別支援学校７名を含む。

＊一般就労には“自営業”及び“就労継続支援事業Ａ型”を含む。

〈注〉就労継続支援Ａ型事業所とは、雇用契約に基づく就労機会を提供するとともに、

知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行う福祉サービスのことである。

〈資料〉
平成２５年度（平成２６年３⽉卒業）の進路決定状況○

〈特別支援学校全体〉

９６．６％

（卒業者数１７６名 ３月２０日時点での進路決定者１７０名）

＊未定者の状況は「国家試験へ向けた準備 「職業訓練施設の入所選考へ向けた準備」等」、

〈知的障がい特別支援学校のみ〉

１００％

（卒業者数１４４名）

全国との⼀般就労率の⽐較（知的障がい特別⽀援学校）○

卒業年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

全 国 26.7％ 27.4％ 28.4％ 未公表 未公表

大 分 17.9％ 13.9％ 16.1％ 25.7％ 27.1％

＊新大分県総合教育計画での目標指標２６％（平成２７年度）
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就労率が向上した要因として考えられること○

就労支援アドバイザーの配置を中心とした

「就労支援事業」の相乗効果

⽣徒・保護者・教員 関係機関との連携教員の指導⼒向上 ⽣徒の職業能⼒向上
の意識変化 ネットワークの構築

①就労支援アドバイザー…学校の就労支援ノウハウを向上させ、企業や関係機関と連携する。

②一般就労チャレンジ職員…一般就労できなかった生徒を特別支援学校で一定期間雇用する。

、 。③外部講師による技術指導…企業等の外部人材を講師として活用し 専門的な技術指導をする

④大分県チャレンジ検定…清掃技術の検定を行い、１０級から１級を認定する。

⑤地域ネットワークの構築…企業や関係機関の担当者を学校へ招へいして情報交換等を行う。
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いじめ解決支援チームの実績 
Ｈ２６.３.３１現在 

 
 
◆発足：平成２５年４月４日（木） 
 
◆支援員構成：支援員 高橋泰雄（元少年鑑別所所長、臨床心理士） 
           矢頭道三（元大分中央児童相談所長、臨床心理士） 
       県教委 熊瀬 寛（生徒指導推進室主幹、県警より出向） 
           指導主事（生徒指導推進室） 

地教委 指導主事（関係市町村指導主事等） 
 
◆支援状況：（２６.３.３１現在） 
    ・全出動回数：延べ  ９１回（警察･児相等関係機関訪問も含む） 
    ・事案件数 ：    ２５件 
    ・解決事案数：    １６件（沈静化を含む） 
    ・継続事案数：     ９件 
     
◆主な解決･解消事案 

・高等学校「発達障がいのある生徒に対するいじめ事案」 
      加害生徒へのカウンセリングによる反省指導と、被害生徒への支

援体制の助言を担任、養護教諭に行い、いじめが解消した。 
    ・高等学校「盗難事件の容疑をかけるいじめ事案」 
      校内で盗難事件がおき、数人の生徒が被害者にその容疑をかけ、

仲間はずれ等のいじめを行った。被害者生徒へのカウンセリングを

行い、事実関係の精査と生徒等への説明を行い解決した。 
    ・中学校「金銭強要をされたいじめ事案」 
      被害者生徒へのケアに対する助言を行うとともに、加害者への指

導及び観護能力低い保護者への対応を学校へ助言する。また、加害

生徒の指導について、児童相談所等とも連携し解決した。 
・中学校「誹謗中傷の寄せ書き」によるいじめ事案 

      誹謗中傷が書かれたメモにより傷ついた被害生徒、保護者への支

援･助言を行い、全体指導等を助言することで沈静化し解消した。 
・小学校「６年生女児に対する手紙によるいじめ事案」 

      「死ねと書かれた手紙」によるいじめ事案であったが、チームが

学校に入り解決支援を行ったところ、自作自演の事案と分かり、本

人の心のケアに切り替えて支援し解決した。 
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